
 

１
月
17
日
（
月
）
に
生
徒
会
専
門
委 

員
会
正
副
委
員
長
と
応
援
団
幹
部
の
任 

命
式
と
引
継
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

青
山
哲
大
新
生
徒
会
長
か
ら
一
人
ず 

つ
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の 

後
、
旧
役
員
を
代
表
し
て
、
堀
内
心
さ 

ん
が
「
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
力 

を
合
わ
せ
て
、
全
校
を
盛
り
上
げ
て
ほ 

新
生
徒
会
が
ス
タ
ー
ト 

 

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
新
役
員 

代
表
の
鈴
木
陽
斗
さ
ん
が
「
先
輩
た 

ち
は
事
前
に
し
っ
か
り
と
準
備
を
し 

て
い
た
。
僕
た
ち
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク 

を
大
切
に
、
心
に
響
く
応
援
を
し
た 

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
の
専
門
委
員
会
で
は
、
新 

委
員
長
が
会
を
見
学
し
ま
し
た
。 
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◇
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｃ 

 

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

能
代
山
本
大
会
は
、
12
月
25
日
（
土
） 

に
能
代
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

能
代
東
中
学
校 

管
打
七
重
奏 

 
 

「
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
」 

 

銀
賞 

 

能
代
東
中
学
校 

管
楽
七
重
奏 

 
 

「
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ト
」 

銅
賞 

 

◇
東
北
電
力
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 

東
北
電
力
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

に
お
い
て
、
本
校
１
年
生
の
児
玉
陽
菜 

さ
ん
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
東
北
六
県
と
新 

潟
県
の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
の
自
分
に
伝 

え
た
い
こ
と
」
で
し
た
。
今
年
は
一
万 

二
千
四
百
四
十
四
人
の
応
募
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞
一
編
と
優
秀
賞
六
編
、
秀
賞 

十
四
編
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
内 

で
は
最
高
の
賞
で
す
。 

 

表
彰
式
は
、
２
月
３
日
に
校
長
室
で 

行
わ
れ
ま
す
。 

【
優
秀
賞
】「
伝
統
芸
能
の
大
切
さ
」 

 
 
 
 

能
代
東
中
学
校
・
児
玉
陽
菜 

◇ 

郡
市
年
刊
詩
集
「
た
ろ
っ
ぺ
」
70
号 

 
 

入
選
・
佳
作 

一
覧 

【
入
選
】 

 

３
年
「
努
力
の
先
」 

 

大
和 

徠
陽
さ
ん 

 

２
年
「
新
米
」 

 
 
 
 
 
 
 

後
藤 

公
佑
さ
ん 

 

２
年
「
本
は
私
の
宝
物
」 

 
 
 
 
 
 
 

小
杉
山
き
な
り
さ
ん 

 

２
年
「
砲
丸
投
げ
」 

 
 
 
 
 
 
 

柴
田 

恭
輔
さ
ん 

 

１
年
「
森
吉
山
の
神
社
裏
で
見
た
も
の
」 

 
 
 
 
 
 
 

児
玉 

陽
菜
さ
ん 

 

１
年
「
雑
談
タ
イ
ム
」 

 
 
 
 
 
 
 

工
藤 

竜
牙
さ
ん 

 

１
年
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
赤
飯
」 

 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

健
心
さ
ん 

 

【
佳
作
】 

 

３
年
「
受
験
生
」 

 
 
 
 
 
 
 

田
川 

咲
姫
さ
ん 

 

１
年
「
手
土
産
」 鵜

木 

祐
安
さ
ん 

 

１
年
「
任
務
」 

 
 
 
 
 
 
 

小
杉
山
楓
音
さ
ん 

 

１
年
「
帰
り
道
」 

 
 
 
 
 
 
 

長
岡 

大
河
さ
ん 

※
入
選
作
品
は
、「
た
ろ
っ
ぺ
」
70
号
に 

 

掲
載
さ
れ
ま
す
。 

◇生徒会役員・専門委員会正副委員長・ 

応援団幹部一覧 

生徒会長  青山哲大 

同副会長  四津谷咲里 

同事務局長 中川陽太 

同事務局員 大倉史也 大越理玖 

      鎌田和奏 

 

生活委員会 雄鹿良音 小杉山柊音 

文化委員会 後藤公佑 川尻真子 

衛生委員会 工藤心春 佐藤琉斗 

JRC 委員会 柴田恭輔 小杉山きなり 

 

応援団長  鈴木陽斗 

副団長  藤原伊莉愛 藤原悠真 

旗手   舘岡晴空 

 太鼓   小林裕也 



 

２月の主な行事 
１日（火）新入生学校説明会 

２日（水）放課後学習会 ３年生実テⅧ 

４日（金）【前期選抜合格発表】 

９日（水）放課後学習会 

１０日（木）一般選抜出願 ～2/15 

１１日（金）建国記念の日 

１５日（火）学校運営協議会 

１６日（水）職員研修会 ⑥カット 

生徒 15時完全下校 集金日 

１７日（木）集金日 

      【志願変更～2/21】 

１９日（土）部活動テスト休み ～2/21 

２１日（月）職員会議 

２２日（火）第４回校内テスト 

      ３年生実テⅨ 

２３日（水）天皇誕生日 

２４日（木）学年末ＰＴＡ 

２８日（月）専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇生徒会新役員からの一言◇◇◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※副会長、専門委員長の分は次号に掲載します。 

 

 

 

 

 

３月 ８日（火）一般入試 

３月１１日（金）卒業式予行 

３月１３日（日）第３２回卒業式 

新生徒会長・青山哲大さん 

 僕は、生徒会執行部メンバー、専門委員長、全

校の皆さんと協力し、明るく活発な能代東中学校

を目指したいと思います。 

 自分は気の弱いところがあり、不安なことも多

いのですが、自分自身を成長させ、リーダーとし

て頑張れるようにしたいと思います。１年間、よ

ろしくお願いします。 

新事務局長・中川陽太さん 

 私は、先輩たちが作り上げてきた生徒会を引継

ぎ、更に楽しく、よりよい学校生活が送れるよう

にしたいと思います。任命式を終え、この思いが

強くなっています。責任感をもって、生徒会活動

に取り組みたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

新事務局員・大倉史也さん 

 生徒会の役員となったことで、集会の運営や学

校行事での仕事が増えてくると思うので、自分の

仕事に責任をもって取り組めるようにしたいと思

います。能代東中の一員として、普段の学校生活

もきちんとしていきたいと思っています。 

新応援団長・鈴木陽斗さん 

 僕は、応援団長として全校をまとめられるよう

に、日々の生活でもみんなに信頼されるようにし

たいと思います。 

 激励会などでは、前日までに学年ごとの声出し

などをして、更に迫力ある応援団にしていきたい

と思います。 

新型コロナウィルスの感染対策について 

市内の小中学校でも感染者が出て、本校でも練習試合を行った部員が、能代保健所から濃厚接触者と判

断され、１０日間の自宅待機が求められております。次の３点に留意してください。 

１ 基本的な感染対策は、これまでと変わりません。マスク、手洗い、３密を避けるなど、これまで同様 

の感染対策を徹底してください。 

２ 無用の詮索やデマの流布、感染者、濃厚接触者、その家族などに対する誹謗・中傷、嫌がらせ等の行 

為は絶対にやめてください。 

３ 能代山本地区外への不要不急の往来を自粛してください。また、部活動の対外試合や合同練習も当面 

の間は行わないということを、中体連で申し合わせております。 

 

 ３年生が前期入試を控えていることから、今週と来週を特に緊急事態と捉え、感染予防を強化しながら

授業を行って参ります。また、ご家庭におかれましては、感染に係る事案がありましたら、いち早く学校

へご連絡くださいますようお願いいたします。 

 また、濃厚接触者と判断され、学校を休んでいる生徒の皆さんには、来週から放課後の補習を計画して

います。詳細は、出校したときに、担任の先生から指示があります。 


